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○農業インターン制度はＪＡ香川県が合併した2000年
から始まったまったＪＡ独自の事業
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目的：ＪＡ香川県では農業者の後継者・担い手を確保するため、農業インターン制度を設

置し、意欲ある若者を対象に、圃場での実地研修を中心として新規就農者の育成を

行っています

農業インターン制度はＪＡ香川県が発足した平成12年（2000年）から始まった事業

で、現在までに210名が修了し、183名が県内で就農（雇用就農含む）しております
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農業インターン制度の内容

2

1．研修期間

年度単位：4月1日～3月31日

※1年間のみ

2．研修内容

受入農家での実地研修が中心となりますが、希望によっては香川県立農業大学校、香

川県農業試験場、香川県農業協同組合等での研修および実習を受ける事が出来ます

また、農業インターン生期間中のみ香川県農業協同組合の特別臨時職員として採用し

ています（月給制、社会保険あり）

3．その他

（１）研修期間後半は研修修了後の就農に備えて、技術指導・経営指導・各種制度資金

および各種事業の導入等の支援を行ないます

（２）事務局は農業インターン生の研修状況を視察し、意見交換を随時実施致します



○令和7年（2025年）までの採用数

農業インターン生：229名（内、研修中10名）
ふるさと雇用： 22名

○令和7年（2025年）までの修了生

農業インターン生：210名
女性： 20名
外国人： 1名

ふるさと雇用： 22名

○令和7年（2025年）現在の就農者（雇用就農含む）

農業インターン生：183名
ふるさと雇用： 9名
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○令和7年（2025年）までの就農品目・研修品目
農業インターン生就農者：183名
研修生：10名

    施設野菜：108名
露地野菜： 46名
果樹： 31名
花き： 7名
畜産： 1名（牛）
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○令和7年（2025年）までの研修・就農品目
施設野菜内訳：108名

        イチゴ：64名
アスパラガス：28名
ミニトマト：14名
パセリ： 2名
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○令和7年（2025年）までの研修・就農品目
果樹内訳：31名

  柑橘類：19名
キウイフルーツ： 8名

          ブドウ： 6名
ビワ： 3名
桃： 3名

レモン： 1名
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○令和7年（2025年）第26期生の研修品目（農業インターン生）

露地野菜：4名
柑橘：3名

イチゴ：2名
ラナンキュラス：1名
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露地品目から施設品目、施設品目から露地品目へ

農業インターン制度が始まった当初はイチゴで研修する方が多かった
が、露地野菜の研修生も少なくはなかった。しかし、令和元年は8名の
研修生全員が施設品目での研修となった。その理由として元々人気だっ
たイチゴ以外にも、アスパラガスやミニトマトといった生産が安定し、
単価変動の少ない品目を希望する傾向が強くなったことが考えられる。
ところが、直近は施設品目だけでなく、果樹や露地野菜を希望する方が
逆に増えており、その理由として施設代の高騰が大きく影響していると
考えられる。

対策）新設ハウスの助成(県、ＪＡ）
遊休施設の再利用（移設費の助成）
中古ハウスの情報提供
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受入農家の選択

農業インターン制度で最も難しいのが受入農家の選択。

①農業インターン制度への理解
⇒充実した研修
⇒トラブルの原因、受入農家の変更
②産地の後継者育成の気持ち
⇒栽培技術の継承、就農後も相談出来る関係性
⇒技術の習得が出来ない、就農後に相談できる人がいない

対策）農業インターン修了生が受入農家へ
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農業を職業として
頑張ろう
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